
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「太平洋戦争開戦・宮澤弘幸ら一斉検挙」から 80 年

の今、日本は再び戦争前夜の様相を呈しています。安

倍・菅政権下の９年間に、特定秘密保護法、戦争法、

共謀罪法、そして土地利用規制法と、国民弾圧体制は、

戦前の治安維持法・軍機保護法改悪の動きと重なって

現れています。沖縄はすでに「戦場」化されています。

琉球弧は「対中包囲網」の最前線として、軍事基地化

が強行され、軍事費は過去最高額になろうとしていま

す。辺野古米軍基地建設強行は、日本の国土に日本の

金で最新鋭基地を作ってアメリカに差し出すという文

字通り恥ずべき売国行為です。宮澤・レーン・スパイ

冤罪事件が引き起こされてから 80 年のこの日、「憲法

改悪⇒戦争」への道が弾圧とセットになって強行され

る危険性を徹底して訴えたいと考えます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 

80 年前⇒ 今 

1941→2021 
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１９４１年１２月８日 

 この日レーン家で起きた一部始終 

  

   ポーリン・レーンの手記（注参照）によれば

1941 年 12 月 8 日の朝、レーン家の人たちはいつ

ものように、それぞれ出勤、登校した。北大予科の

教師・ポーリンは午前 8時からの授業（class in 

communications）があり、着くやいなや学長から呼

出されて出向くと、日米間に戦争が勃発し、よっ

て「あなたは教えないように（you will not teach 

until further notice）」と通告された。 

 

    帰宅すると、同じく予科教師の夫・ハロルド

が先に帰っていて、同様に自宅待機を命じられて

いた。その後、ハロルドは所用で銀行に行き、ポー

リンがハロルドの父・ヘンリーと昼食を摂ってい

ると、突然玄関のベルが鳴り、顔見知りの外事課

刑事を含む 11人の男たちが入ってきた。顔見知り

の刑事が検事による召喚状を読みあげ、そのまま

警察本部（Police Headquarters）に連行され、独

房（cell）に留置された。 

 

    その後、かなりの時間がたってから、外側の

大扉が開く音がして、近くの独房に入れられるハ

ロルドの声がポーリンの耳に入った。同じく拘束

され、留置されたと知れた。追って顔見知りの刑

事が毛布などの差し入れを持ってきて、ハロルド

が真上の独房にいるとささやいた。 

  

    キャサリン・Ｆ・ベリー記者の記事（注参照）

によれば、レーン夫妻の双子の末娘、Dorothy と

Katherineは、8日の午後、担任の先生に付き添わ

れて帰宅した。このとき既に双子の父母（the 

Lanes）は居らず家じゅうがごった返し、警察が家

宅捜索し、お手伝い（servants）は怯え、祖父（ヘ

ンリー）は片隅に縮こまり当惑していた。 

 双子が、この日のことを忘れずに覚えていたの

は、母親の誕生日だったことによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

・ポーリン手記＝ポーリンの母校 Middlebury 

College の News Letter1947-01-01 に掲載されて

いる「Prison Life in Japan」（日本での獄中生

活）。同校のホームページに収録されているのを北

大 OBの吉田栄一さんが見つけ出した。 

・ベリー記事＝掲載紙不詳。1942年に日米交換船

でアメリカに送還されたレーン夫妻の双子の末娘

から一部始終を聞き取ったベリー記者署名の記事。

この記事部分だけの切抜きが日本の関係者に伝わ

り、本会でもコピーを保存している。 

・手記、記事ともレーン家のお手伝い・石上茂子

の検挙については触れていないが、双子の末娘が

帰宅した時点では「怯えていた」とあるから、その

後に連行されたと思われる。 

・同じく、宮澤弘幸、渡邊勝平、丸山護、黒岩喜久

雄についても触れられていない。北大工学部の書

記だった村田豊雄の随想録『白堊館の人たち』に

は「その日の午後、M君は蒼白な顔をして学部に現

われ、又去って行ったが、その下宿でたい捕され

たという事を聞いた」とあり、宮澤弘幸の消息と

思われる。 

・ポーリン手記、ベリー記事については本会編刊

の『宮澤・レーン・スパイ冤罪事件 総資料総目録 

補遺 2020』に詳細を収録している。 
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2121 年 9 月 30 日 琉球新報 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


